
4今月の解説①No.855（2020年 4月号） No.855（2020年 4月号）

一
　
は
じ
め
に

　
「
働
き
方
改
革
」
と
い
う
言
葉
が

使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い

と
こ
ろ
、
同
改
革
の
一
環
と
し
て
、

令
和
元
年
５
月
29
日
、
女
性
の
職
業

生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
（
令
和
元
年
法
律
第
24
号
）
が
可

決
さ
れ
た
。
同
法
律
案
に
よ
る
改
正

の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
国
の
労
働
施
策

と
し
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
を
明
記

し
た
点
、
②
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
以
下
、「
パ
ワ
ハ
ラ
」
と
い
う
）
の

防
止
対
策
が
法
制
化
さ
れ
た
点
、
③

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
以

下
、「
セ
ク
ハ
ラ
」
と
い
う
）
等
の

防
止
対
策
が
強
化
さ
れ
た
点
の
３
つ

で
あ
っ
た
が
、
実
務
的
な
対
応
方
針

に
つ
い
て
は
、
追
っ
て
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
指
針
に
よ
る
と
さ
れ
た

（
改
正
労
働
施
策
総
合
推
進
法
30
条

の
２
第
３
項
）。

　

こ
れ
を
受
け
、
厚
生
労
働
省
に
お

い
て
指
針
案
が
検
討
・
公
表
さ
れ
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
令
和
元
年

11
月
21
日
か
ら
同
年
12
月
20
日
ま

で
）
を
経
て
、令
和
２
年
１
月
15
日
、

指
針
が
告
示
さ
れ
た
。具
体
的
に
は
、

パ
ワ
ハ
ラ
に
関
す
る
指
針
と
し
て

「
事
業
主
が
職
場
に
お
け
る
優
越
的

な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
に
起
因

す
る
問
題
に
関
し
て
雇
用
管
理
上
講

ず
べ
き
措
置
等
に
つ
い
て
の
指
針
」

（
令
和
２
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
５

号
）（
以
下
、「
パ
ワ
ハ
ラ
指
針
」
と

い
う
）
が
、
セ
ク
ハ
ラ
等
に
関
す
る

指
針
と
し
て
「
事
業
主
が
職
場
に
お

け
る
性
的
な
言
動
に
起
因
す
る
問
題

に
関
し
て
雇
用
管
理
上
講
ず
べ
き
措

置
に
つ
い
て
の
指
針
等
の
一
部
を
改

正
す
る
告
示
」（
令
和
２
年
厚
生
労

働
省
告
示
第
６
号
）（
以
下
、「
セ
ク

ハ
ラ
等
指
針
」
と
い
う
）
が
告
示
さ

れ
た
。
な
お
、セ
ク
ハ
ラ
等
指
針
は
、

従
前
か
ら
指
針
自
体
は
存
在
し
て
お

り
、
パ
ワ
ハ
ラ
指
針
の
策
定
に
伴
い

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

　

筆
者
は
、
先
に
改
正
法
の
概
要
の

紹
介
記
事
（
本
誌
８
４
５
号
）
に
て

指
針
の
策
定
後
に
具
体
的
な
対
応
方

針
を
検
討
す
る
こ
と
を
推
奨
し
た
と

こ
ろ
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
今
般
策

定
さ
れ
た
パ
ワ
ハ
ラ
指
針
に
特
化
し

た
説
明
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。
本

改
正
は
令
和
２
年
６
月
１
日
が
施
行

期
日
と
さ
れ
て
お
り
（
中
小
企
業
に

つ
い
て
は
一
部
例
外
あ
り
）、
参
考

に
な
る
部
分
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

二
　
パ
ワ
ハ
ラ
指
針
の
概
要

１
　
パ
ワ
ハ
ラ
の
定
義
・
類
型

⑴�　

パ
ワ
ハ
ラ
の
定
義
（
パ
ワ
ハ
ラ

指
針
１
）

　

パ
ワ
ハ
ラ
指
針
は
、
職
場
に
お
け

る
パ
ワ
ハ
ラ
を
「
職
場
に
お
い
て
行

わ
れ
る
①
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と

し
た
言
動
で
あ
っ
て
、
②
業
務
上
必

要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
指
針
の
概
要

―
―
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置
を
中
心
に

今
月
の
解
説
①

シ
テ
ィ
ユ
ー
ワ
法
律
事
務
所 

弁
護
士　

宗
形 

徹
也
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一
昨
年
の
７
月
、「
民
法
及
び
家

事
事
件
手
続
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
お
よ
び
「
法
務
局
に
お
け
る

遺
言
書
の
保
管
等
に
関
す
る
法
律
」

が
成
立
し
、
こ
れ
ら
相
続
分
野
に
お

け
る
改
正
法
（
い
わ
ゆ
る
相
続
法
改

正
）
が
、
昨
年
１
月
以
降
、
順
次
、

施
行
さ
れ
て
い
る
の
に
続
き
、
本
年

４
月
か
ら
は
債
権
法
分
野
に
お
け
る

民
法
改
正（
い
わ
ゆ
る
債
権
法
改
正
）

が
施
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
金
融

機
関
の
実
務
に
影
響
を
与
え
る
民
法

分
野
の
相
次
ぐ
改
正
の
ほ
か
、
昨
年

４
月
か
ら
は
改
正
出
入
国
管
理
法
が

施
行
さ
れ
、
外
国
人
材
の
国
内
で
の

急
速
な
雇
用
増
加
と
、
こ
れ
に
伴
う

外
国
人
の
預
貯
金
口
座
開
設
、
送
金

等
対
応
の
急
速
な
増
加
が
見
込
ま
れ

る
等
、
金
融
機
関
の
業
務
に
影
響
を

与
え
る
よ
う
な
環
境
変
化
も
生
じ
て

き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
こ
れ
ら
最
近
の
法
改
正
、
環
境

変
化
に
伴
っ
て
金
融
機
関
の
営
業
店

の
窓
口
業
務
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
重
要

と
思
わ
れ
る
10
の
テ
ー
マ
を
取
り
上

げ
、
営
業
店
に
お
け
る
具
体
的
な
窓

口
対
応
で
必
要
な
基
本
的
知
識
を
改

め
て
確
認
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
解
説
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
約
款
に
関
す
る
対
応
】

定
型
約
款
に
関
す
る
対
応
の
留
意
点

　

個
人
顧
客
と
の
間
で
、
総
合
口
座

取
引
等
、
約
款
を
含
む
取
引
を
開
始

す
る
際
、
ど
の
よ
う
な
説
明
を
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
か
。
ま
た
、
約
款

の
内
容
が
変
更
さ
れ
る
場
合
、
営
業

店
で
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
か
。

一
　
定
型
約
款
と
は

　

定
型
約
款
と
は
、
あ
る
特
定
の
者

が
不
特
定
多
数
の
者
を
相
手
方
と
し

て
行
う
取
引
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容

の
全
部
ま
た
は
一
部
が
画
一
的
で
あ

る
こ
と
が
、
そ
の
双
方
に
と
っ
て
合

理
的
な
も
の
で
あ
る
「
定
型
取
引
」

に
お
い
て
、
契
約
の
内
容
と
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
そ
の
特
定
の
者
に

よ
り
準
備
さ
れ
た
条
項
の
総
体
の
こ

と
を
い
う
（
民
法
５
４
８
条
の
２
第

１
項
）。
す
な
わ
ち
、
事
業
者
が
多

数
の
顧
客
を
相
手
に
画
一
的
な
内
容

で
の
取
引
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、

当
該
事
業
者
が
そ
の
画
一
的
な
取
引

内
容
の
条
項
を
ま
と
め
た
も
の
は
、

こ
の
「
定
型
約
款
」
に
該
当
す
る
こ

と
に
な
る
。
総
合
口
座
取
引
と
は
、

普
通
預
金
、
定
期
預
金
、
国
債
等
の

保
護
預
り
お
よ
び
振
替
決
済
口
座
へ

の
受
入
れ
、
定
期
預
金
や
国
債
等
を

担
保
と
す
る
当
座
貸
越
と
い
っ
た
各

取
引
が
ま
と
め
て
記
帳
さ
れ
る
口
座

に
か
か
る
取
引
を
い
い
、
総
合
口
座

取
引
規
定
に
よ
っ
て
画
一
的
に
そ
の

内
容
が
規
律
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

総
合
口
座
取
引
は
「
定
型
取
引
」
に
、

総
合
口
座
取
引
規
定
は「
定
型
約
款
」

に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
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新年度に押さえておくべき
営業店における法務対応
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こ
こ
数
年
、
政
府
系
金
融
機
関
や

地
方
銀
行
、信
用
金
庫
、信
用
組
合
と

い
っ
た
地
域
金
融
機
関
等
に
お
い
て
、

大
規
模
・
組
織
的
な
不
祥
事
や
顧
客

に
重
大
な
不
利
益
を
与
え
る
事
例
が

生
じ
、
金
融
行
政
に
お
い
て
も
業
務

停
止
命
令
・
業
務
改
善
命
令
等
の
厳

格
な
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
。ま
た
、

こ
の
よ
う
な
大
規
模
不
祥
事
に
至
ら

な
く
と
も
、金
融
機
関
に
お
い
て
は
、

顧
客
預
金
の
横
領
、
詐
欺
、
浮
貸
し
、

取
引
先
か
ら
の
不
正
な
リ
ベ
ー
ト
取

得
お
よ
び
不
正
な
経
費
請
求
等
の
不

祥
事
が
日
々
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら

不
祥
事
の
予
防
策
に
つ
い
て
は
、
金

融
行
政
か
ら
の
発
信
文
書
も
含
め
て

数
多
く
の
参
考
文
献
が
存
在
す
る

が
、本
連
載
で
は
、比
較
的
論
じ
ら
れ

る
こ
と
が
少
な
い
、
現
に
不
祥
事
が

発
生
し
て
し
ま
っ
た
際
の
危
機
管

理
、
リ
ス
ク
の
最
小
化
の
観
点
で
の

対
応
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

一
　
金
融
機
関
不
祥
事
の
現
状

１�　
近
時
金
融
機
関
で
発
生
し

た
大
規
模
不
祥
事

　

近
時
の
行
政
処
分
事
例
と
し
て
、

政
府
系
金
融
機
関
に
対
す
る
以
下
の

処
分
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
は
、
危
機
対
応
融
資
（
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
震
災
等
の
外
部
的

要
因
に
よ
り
一
時
的
な
危
機
的
状
況

に
陥
っ
た
場
合
の
資
金
供
給
を
定
め

た
公
的
融
資
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

の
80
％
補
償
、
一
定
額
の
利
子
補
給

が
あ
る
）
の
実
行
に
際
し
、
顧
客
名

義
の
試
算
表
等
を
改
ざ
ん
、
自
作
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
危
機
対
応
融
資

の
要
件
を
満
た
す
か
の
よ
う
に
偽
装

し
、
融
資
を
実
行
し
て
い
た
事
案
で

あ
る
。
行
政
処
分
に
お
い
て
は
、
不

正
行
為
が
全
１
０
０
営
業
店
中
97
営

業
店
で
発
生
し
、
４
４
４
名
の
職
員

が
関
与
し
、
４
６
０
９
件
（
融
資
実

行
額
で
２
６
４
６
億
円
相
当
）
に
わ

た
り
行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
、
不
祥

事
が
組
織
内
に
蔓
延
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

平
成
29
年
5
月
付
行
政
処
分
（
筆
者

に
お
い
て
抜
粋
の
う
え
一
部
加
工
）

（
注
１
）

　
危
機
対
応
業
務
に
お
い
て
、
以
下
の

と
お
り
不
適
切
な
事
務
取
扱
い
等
が
行

わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

⑴
　
不
適
切
な
事
務
取
扱
い
等

　
ア
．�

危
機
対
応
業
務
の
要
件
確
認
の

た
め
に
顧
客
か
ら
提
出
さ
れ
る

試
算
表
等
の
書
類
が
、
多
く
の

支
店
お
よ
び
職
員
に
よ
り
長
期

間
に
わ
た
っ
て
多
数
改
ざ
ん
さ

れ
て
い
る
こ
と

　
イ
．�

池
袋
支
店
で
過
去
に
発
覚
し
た

不
正
行
為
に
お
い
て
、
本
来
け

ん
制
機
能
を
発
揮
す
べ
き
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
統
括
室
や
監
査

部
が
行
為
が
な
か
っ
た
と
の
結

論
を
導
き
出
す
た
め
、
内
部
調

査
を
行
う
際
に
答
え
を
誘
導
す

る
対
応
要
領
を
作
成
・
使
用
す

る
等
の
不
適
切
な
対
応
を
行
っ

のぞみ総合法律事務所 パートナー弁護士　川西 拓人

金融機関の
不祥事対応と危機管理

かわにし・たくと● 2002 年京都
大学法学部卒業、03 年弁護士登
録、弁護士法人御堂筋法律事務
所入所。08〜 10 年金融庁検査局
出向（金融証券検査官・専門検
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◆ 第１回 ◆

金融機関不祥事の現状と基本的な対応
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